
高次機能と呼吸（S62）

呼吸は自律的にも意識的にも調節されるという点で神経性に調節される生理機能の中でも特異
な存在であるが，ホメオスタシスを司る呼吸の自律的調節機構の研究に比べ，意識的調節機構の
解明は遅れている．そのひとつの理由には，麻酔下の実験の方が実験条件を確実にコントロール
可能なので信頼性の高い結果を得やすいという事情があると思われる．しかし，安静時の自律的
調節の解明だけでは，医療におけるQOLの面からも科学的興味の点からも片手落ちであるのは
明らかである．そのような観点から，呼吸の意識的調節機構の解明に果敢に挑戦している方々の
最新のトピックスをお話し頂き，技術的課題の克服にまつわる苦労話やユニークな発想の源泉に
触れ，この領域並びに関連領域の更なる発展に貢献することがシンポジウムの目的である．
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32 ●日生誌　Vol. 76，No. 1　2014


